
第46回 腫瘍病理セミナ―・次世代北信がんプロFD講演会
金沢女性研究者フォーラム

主催：金沢医科大学病理学I 共催：次世代北信がんプロ・金沢大学がん進展制御研究所・HWRN

東京科学大学 リサーチ
インフラマネジメント機構
副学長 中山啓子

がん化における
スプライシングの変化

2024年12月4日（水）16時～
金沢医科大学 医学教育棟４階
E11講義室
Zoomでの参加はQR→
その他、お問合せ↓
d-gakuin@kanazawa-med.ac.jp

次世代北信がんプロ単位申請対象セミナー

私たちは、次世代シークエンサーの登場をきっ
かけに、東北大学病院の先生方の協力を得て、単
因子遺伝性疾患の原因遺伝子の探索、疾患による
エピゲノムの変化の抽出など行ってきました。本
日は、がん組織と非がん組織のトランスクリプ
トーム解析からスプライシングの変化に注目した
研究を紹介します。
がんにおけるマイクロエキソン（非常に小さい

エクソン）のスプライシングパターン、制御機構、
役割についてはほとんど報告がなく、私たちは、
大腸癌（CRC）で探索を行いましました。その結
果、細胞接着や細胞移動に関連する遺伝子に変化
が認められ、腫瘍化に関与していることが示唆さ
れています。
このような遺伝子変異を伴わない発現変化につ

いて、最近の知見もお話したいと思います。
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